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　令和７年第４回定例会は、12月２日から５日までの４日間の会期で開催されました。
　町長から提出された案件は、条例の改正７件、条例の制定２件、指定管理者の指定
３件、補正予算３件の15件でした。慎重審議の結果、全議案が可決されました。
　一般質問には９名の議員が登壇し、町政に関する質問をしました。

12月
定例会

越生自然休養村センター・五大尊花木公園・越生町インフォメーションセンターの指定管理決まる

令和7年度補正予算　可決
一般会計　　4,878万7千円　増額

自然休養村センター

五大尊花木公園インフォメーションセンター

12月定例会議案
指定管理者の指定
■越生自然休養村センターの指定管理者の指定
　株式会社越生特産物加工研究所を指定した。� 賛成多数　可決

■越生町インフォメーションセンターの指定管理者の指定
　株式会社グッドスタッフを指定した。� 賛成全員　可決

■五大尊花木公園の指定管理者の指定
　有限会社戸口工業を指定した。� 賛成全員　可決

一般会計補正予算
■一般会計補正予算（第３号）
　既定の予算に、4,878万７千円を追加し、51億2,916万２千円とする。� 賛成全員　可決

特別会計補正予算
■越生町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　既定の予算に、１億4,109万１千円を追加し、13億7,296万４千円とする。� 賛成全員　可決　

■越生町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
　既定の予算に、84万２千円を追加し、14億6,524万８千円とする。� 賛成全員　可決　

条例制定
■越生町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例� 賛成全員　可決

■越生町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例� 賛成全員　可決

　「こども誰でも通園制度」が令和８年４月１日から施行されることに伴い、乳児等通園支援事業の設備及び運

営ついての基準を定める。

条例改正
■議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例� 賛成多数　可決

■町長及び副町長の給与等に関する条例及び越生町教育委員会教育長の給与等に関する条例� 賛成全員　可決

■職員の給与に関する条例� 賛成全員　可決

■越生町一般職の任期付職員の採用等に関する条例� 賛成全員　可決

■会計年度任用職員の報酬等に関する条例� 賛成全員　可決

■公益的法人等への職員の派遣等に関する条例� 賛成全員　可決

　人事院勧告及び埼玉県人事委員会報告を踏まえ、それぞれ改定する。

■越生町土砂のたい積の規制に関する条例� 賛成全員　可決

　宅地造成等規制法の改正及び埼玉県関係条例の制定に伴い、改定する。

指定管理者が
管理する施設
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を
切
る
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革
」
と
訴
え
、
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と
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た
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定
数
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と
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が
ら
、
国
会
議

員
の
報
酬
を
月
５
万
円
増
額
す
る

「
歳
費
法
改
正
案
」
を
巡
り
与
党

内
で
混
乱
中
。

議
案
第
４４
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プ
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。
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指
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さ
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損
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す
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に
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っ
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れ
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。
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融
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。
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員
報
酬
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ッ
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が
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革
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題
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て
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。
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投
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な
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。
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事
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告
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報
酬
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ッ
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す
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。

PICK UPこども議会開催！こどもの声がここ議場で響く！

コラボ企画！ひまわり子ども室 + OGOSE こどもベース

開会を知らせるベルの後に60人のこども議員全員による「越生町こども議会エコ推進宣言」の発議
の朗読がありました。この宣言は、児童から出てきた案の中からテーマを決め、練り上げたものです。
６人の質問者からは、これまでたくさんの人々とかかわってきた体験を元に、自分たちの住んでい
る大好きな越生町をさらに良くしたいという内容の質問や提言があり、
静かな中にも堂々とした態度には驚かされました。
こども議員の熱い思いに町長は、今後取り入れられることは、取り
入れていきたいと決意を述べていました。
また、こども議員の多くが、とても貴重な経験ができたと感想を語っ
ていたのが印象的でした。（12月16日）

おごせっ子が楽しみにしているイベントのひと
つ、ひまわり子ども室の「クリスマス会」に、令和
６年度からＯＧＯＳＥこどもベースの「クリスマス
子ども食堂」がジョイント。今回も中央公民館をフ
ル活用して行われました。町民、町、町社協の連携
で、子どもたちに、おいしいカレーと楽しいひとと
きを提供していました。（12月13日）
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議
案
番
号

件　　　　　　　　　　　　名

議　　員　　氏　　名
審
議
結
果

栗
原　
　
誠

岩
田　
眞
一

長
根　
弘
倫

髙
橋　
一
正

関
根　
真
一

池
田
か
つ
子

水
沢　
　
努

宮
島
サ
イ
子

木
村　
好
美

島
野
美
佳
子

木
村　
正
美

議案
44

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例 ○○○○○○○○●○ 議 可

決
議案
45

町長及び副町長の給与等に関する条例及び越生町教育委員
会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○○ 議 可

決
議案
46 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○○ 議 可

決
議案
47

越生町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を
改正する条例 ○○○○○○○○○○ 議 可

決
議案
48

会計年度任用職員の報酬等に関する条例の一部を改正する条
例 ○○○○○○○○○○ 議 可

決
議案
49

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正す
る条例 ○○○○○○○○○○ 議 可

決
議案
50

越生町土砂のたい積の規制に関する条例の一部を改正する条
例 ○○○○○○○○○○ 議 可

決
議案
51

越生町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例 ○○○○○○○○○○ 議 可

決
議案
52

越生町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める
条例 ○○○○○○○○○○ 議 可

決
議案
53 越生自然休養村センターの指定管理者の指定について ○○○○○●○○○○ 議 可

決
議案
54 越生町インフォメーションセンターの指定管理者の指定について ○○○○○○○○○○ 議 可

決
議案
55 五大尊花木公園の指定管理者の指定について ○○○○○○○○○○ 議 可

決
議案
56 令和7年度越生町一般会計補正予算（第3号） ○○○○○○○○○○ 議 可

決
議案
57 令和7年度越生町国民健康保険特別会計補正予算（第2号） ○○○○○○○○○○ 議 可

決
議案
58 令和7年度越生町介護保険事業特別会計補正予算（第2号） ○○○○○○○○○○ 議 可

決

12月定例会で審議した議案の各議員賛否表
○は賛成、●は反対、休は休み、退は退席、議は議長

令和７年度「入間郡町村議会議員表彰式並びに研修会」
１１月１４日（金）　三芳町立中央公民館

議員表彰では、越生町議会から木村好美議員と池田かつ子議員が表彰されまし
た。
木村好美議員は、令和５年度及び令和６年度の２

年間、入間郡町村議会議長会の会長として職務を務
められ感謝状が贈呈されました。
池田かつ子議員は、議員として10年以上在職し、

地方自治の発展に寄与されたことが認められ表彰を
受けました。

研修会は、『インバウンド4000万人時代における地域に根差した観光振興』をテー
マに、日本総合研究所の高坂晶子氏が講演されました。
地域に根差した観光振興は単なる来訪者の数を競うだけでなく、地域の暮らしと

自然・文化を守りながら持続的に成長する仕組みづくりが必要であると考えさせら
れました。

池田かつ子　議員

研修会の様子

木村好美　議員
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◆質問事項◆
１．水沢　努
① �「静かなる有事（少子高齢化と人口減少の進行）」は近い将来、災害に匹敵する「本格的な有事」に
なるおそれがある。備えはあるか

② �大きな自治体との合併が町民に最大の安心安全を担保する道ではないか

２．髙橋　一正
① �個人住宅等リフォーム助成制度の拡充について
② �福祉避難所の問題について

３．宮島　サイ子
① �越生猟友会について伺います
② �紙おむつ支給事業についてお聞きします

４．木村　好美
① �（続）町の防災について
② �中学生の声を聞いて

５．島野　美佳子
① �歳をとっても安心してくらせるまちに
② �梅の里存続のために（２）
③ �デジタル化に伴う業務の見直しは

６．長根　弘倫
① �「ハイキングのまち宣言」について
② �越生町ハイキング道のクマ出没に関して伺います
③ �越生町「健康づくり・ハイキング連携」実績の概要について伺います

７．栗原　誠
① �町民の方々に漏水探偵になって頂くには
② �自宅以外で手持ち花火をやるには
③ �復活越生の盆踊り

８．池田　かつ子
① �子どもたちの声を生かした町づくりを！！
② �災害時、安心して避難所へ移動するための高齢者避難の仕組みは万全か

９．関根　真一
① �「平物産問題」、９月定例会以後の進捗を聞かせてください
② �クビアカツヤカミキリの被害状況と今後の梅の木への影響予測をお聞きします
③ �「小学校の統合はないのかなー」！
　 �梅園地区で、小学生を親族にもつ親御さんから尋ねられた質問です

町政を問う！
☆全質問事項は下記のとおりです☆

会議録はこちらから
（12 月議会は、３月以降に閲覧可能）

※　記載した本文は、質問した議員本人の責任で要約し、執筆した原稿をそのまま掲載しています。
　　全文は、図書館等に置いてある会議録か、越生町ホームページで閲覧することができます。

　一般質問は、広く町政に関し、報告
や説明を求めたり、疑問をただしたり
することをいいます。
　越生町議会では、一問一答方式で、
議員個人の質問時間は60分以内です。
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一　般　質　問

人
口
減
少
で
迫
ら
れ
る

町
合
併
に
今
か
ら
備
え
よ

�

水
沢　
　
努

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
拡
充
を

今
、
福
祉
避
難
所
の
開
設
訓
練
を

�

髙
橋　
一
正

越
生
町
防
災
マ
ッ
プ

 

「
２
０
４
０
年
問
題
」と

呼
ば
れ
て
い
る
問
題
が
あ
る
。

日
本
の
高
齢
化
率
が
ピ
ー
ク

を
迎
え
35
％
に
な
り
３
人
に

１
人
以
上
が
高
齢
者
と
な
る

こ
と
か
ら
生
じ
る
問
題
群
の

こ
と
だ
。
具
体
的
に
は
、
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
っ

迫
、
社
会
保
障
費
の
増
大
、

労
働
力
不
足
、
地
域
社
会
の

存
続
危
機
な
ど
だ
。
し
か
も

越
生
町
の
場
合
、
高
齢
化
率

は
51
％
と
い
う
驚
異
の
数
値

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る

（
更
に
10
年
後
に
55
％
に
ま

で
上
昇
）。
社
人
研
の
推
計

で
は
２
０
４
０
年
時
点
で
越

生
町
の
人
口
は
７
８
０
０
人

に
ま
で
減
少
。
約
３
８
０
０

人
の
現
役
世
代
が
４
０
０
０

人
近
く
の
高
齢
者
を
支
え
る

社
会
に
な
る
。
財
政
難
と
人

手
不
足
で
ひ
っ
迫
し
て
い
る

役
場
の
現
状
か
ら
考
え
る
と
、

 

個
人
住
宅
等
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い

て
問
う
。
こ
の
制
度
は
、
町

民
が
町
内
の
施
工
業
者
を
利

用
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う

時
に
補
助
す
る
も
の
で
、
町

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
貴

重
な
制
度
だ
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

工
事
や
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
リ

フ
ォ
ー
ム
そ
の
物
に
広
げ
て

い
く
こ
と
が
出
来
な
い
か
。

 

対
象
を
広
げ
た
場
合
、

申
請
件
数
も
増
加
す
る
こ
と

か
ら
、
本
町
の
財
政
状
況
等

を
鑑
み
る
と
簡
単
で
は
な
い
。

 
工
事
箇
所
の
経
年
劣
化

の
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

住
ん
で
い
る
人
の
暮
ら
し
向

き
の
変
化
も
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
く
る
。
以
前
は
出
来

た
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と

い
っ
た
問
題
で
、
再
度
の
リ

越
生
町
の
行
政
資
源
（
財
源
、

人
材
等
）
は
い
ず
れ
限
界
を

迎
え
る
と
思
わ
な
い
か
。

 
世
界
で
も
類
を
見
な
い

速
度
で
進
む
日
本
の
人
口
減

少
は
地
方
の
自
治
体
に
と
っ

て
厳
し
い
行
政
運
営
と
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
将
来

的
な
行
政
資
源
の
限
界
に
つ

い
て
は
、
越
生
町
長
期
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
の
町
民

と
の
意
見
交
換
会
で
、
人
口

減
少
が
進
行
し
た
際
に
は
、

現
在
の
イ
ン
フ
ラ
を
同
じ
形

で
維
持
存
続
し
続
け
る
こ
と

が
財
政
的
に
難
し
く
な
る

た
め
選
択
と
集
中
と
い
う

フ
ェ
ー
ズ
に
入
ら
ざ
る
を
得

な
い
と
答
え
た
。

 

大
き
な
自
治
体
と
の
合

併
が
町
民
に
最
大
の
安
心
安

全
を
担
保
す
る
の
で
は
。

 

よ
り
広
い
範
囲
で
、
よ

り
財
政
力
の
高
い
自
治
体
と

フ
ォ
ー
ム
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

来
年
度
に
向
け
て
、
補

助
を
受
け
て
か
ら
一
定
程
度

年
数
が
経
過
し
て
い
る
場
合

や
、
対
象
工
事
な
ど
に
つ
い

て
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

 

近
年
、
大
き
な
災
害
が

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
平

時
の
常
態
で
あ
る
今
こ
そ
、

災
害
に
備
え
る
時
と
思
う
。

越
生
町
に
は
福
祉
避
難
所
と

し
て
２
箇
所
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
時
に
開
設
さ
れ
る
か
。

 

在
宅
の
高
齢
者
で
、
一

般
の
避
難
所
で
の
生
活
に
支

障
を
き
た
す
配
慮
者
を
受
け

入
れ
る
た
め
の
福
祉
避
難
所

と
し
て
「
特
養
ホ
ー
ム
光
の

丘
」
と
、ま
た
、同
様
に
、福

祉
施
設
等
に
入
所
等
す
る
に

至
ら
な
い
障
が
い
者
を
受
け

入
れ
る
た
め
の
福
祉
避
難
所

の
合
併
を
行
う
ほ
う
が
数
値

的
に
は
有
利
と
な
る
。
だ
が

地
域
間
格
差
が
広
が
る
な
ど

の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
町

と
し
て
は
自
治
体
間
の
連
携

の
度
合
い
や
住
民
の
意
向
を

し
っ
か
り
汲
み
取
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
更
に
国
の
方

針
や
近
隣
自
治
体
の
動
向
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
す
べ
き

も
の
と
考
え
る
。
当
面
は
広

域
連
携
や
行
政
運
営
の
効
率

化
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

と
し
て
「
第
２
お
ご
せ
福
祉

作
業
所
」
の
２
つ
の
法
人
と

「
協
定
書
」
を
締
結
し
て
い

る
。
福
祉
避
難
所
の
開
設
に

あ
た
っ
て
は
、
施
設
と
の
協

議
、
調
整
を
行
っ
た
う
え
で

受
け
入
れ
を
お
願
い
す
る
。

○
平
時
で
あ
る
い
ま
、
福
祉

避
難
所
の
開
設
訓
練
を
計
画

し
、
地
域
に
も
知
ら
せ
な
が

ら
実
施
す
る
こ
と
を
要
望
す

る
。
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猟
友
会
越
生
支
部
へ
の
支
援
は

紙
お
む
つ
支
給
事
業
の
現
状
は

�

宮
島　
サ
イ
子

７
年
度
中
に
上
谷
バ
ス
ケ
コ
ー
ト

修
繕
着
手
。中
学
生
の
声
を
聞
い
て

�

木
村　
好
美

近年、鹿の被害も顕著になりました

早く元に戻して！

 

有
害
鳥
獣
を
捕
獲
す
る

猟
友
会
に
つ
い
て
越
生
町
鳥

獣
被
害
防
止
計
画
に
基
づ
き

伺
う
。
①
猟
友
会
の
組
織
体

系
と
主
な
活
動
内
容
は
。
②

越
生
町
の
主
な
支
援
と
補
助

制
度
は
。
③
越
生
支
部
猟
友

会
の
「
高
齢
化
」
の
影
響
は
。

④
猟
友
会
の
存
続
が
難
し
く

な
る
と
、
住
民
生
活
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
。
⑤

高
齢
化
対
策
と
し
て
町
・
猟

友
会
の
取
組
み
は
。

 

①
越
生
猟
友
会
は
、
越

生
支
部
、
毛
呂
山
支
部
、
鳩

山
支
部
で
組
織
さ
れ
、
主
な

活
動
は
有
害
鳥
獣
の
イ
ノ
シ

シ
や
シ
カ
等
の
捕
獲
や
路
上

で
死
亡
し
た
後
処
理
や
狩
猟

技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
た

射
撃
大
会
に
参
加
し
て
い
る
。

②
有
害
獣
捕
獲
補
助
金
と
し

て
緊
急
捕
獲
経
費
や
へ
い
獣

の
処
理
費
、
わ
な
の
部
材
購

 

中
学
生
の
声
を
町
が
聞

く
た
め
に
、
こ
ど
も
議
会
の

必
要
性
は
。
ま
た
、
最
も
声

の
大
き
い
上
谷
公
園
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
を
一
刻
も
早

く
直
す
べ
き
。
中
学
生
だ
け

で
な
く
、
老
若
男
女
、
望
ん

で
い
る
。
保
護
者
は
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
必
要

性
を
問
う
。
こ
こ
ま
で
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

 

ゴ
ー
ル
は
別
業
者
に
相

談
し
、
今
年
度
、
早
急
に
片

側
を
、
新
年
度
で
も
う
一
方

を
直
す
よ
う
、
検
討
中
。

　
中
学
生
の
こ
ど
も
議
会
に

つ
い
て
は
「
越
生
中
ふ
る
さ

と
教
育
」
が
、
こ
ど
も
議
会

の
目
的
と
概
ね
同
様
の
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
当
面
は
こ

の
形
で
継
続
し
て
い
き
た
い
。

中
学
校
が
内
容
を
見
直
す
中

で
、
提
案
が
あ
れ
ば
教
育
委

員
会
も
協
力
し
て
い
く
。

入
費
の
支
援
の
他
、
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
補
助
金
も
鳥
獣

害
対
策
協
議
会
を
通
じ
て
全

額
交
付
し
て
い
る
。
③
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
。
④
安
全

な
生
活
を
脅
か
す
重
大
な
問

題
に
直
面
す
る
。
⑤
入
会
を

希
望
す
る
方
に
対
し
て
わ
な

猟
免
許
取
得
費
の
一
部
を
補

助
し
て
い
る
。

 

紙
お
む
つ
支
給
事
業
は
。

①
令
和
７
年
７
月
に
変
更
さ

れ
た
制
度
の
内
容
と
支
給
対

象
者
の
現
状
は
。
②
移
動
販

売
車
「
う
え
た
ん
号
」
に
紙

お
む
つ
を
対
象
商
品
と
し
て

扱
っ
て
い
た
だ
く
事
は
可
能

か
。
③
紙
お
む
つ
を
捨
て
る

際
の
支
援
と
し
て
、
秩
父
市

は
少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て

紙
お
む
つ
使
用
者
の
い
る
世

帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
に
ゴ
ミ
袋
を
支
給
し

て
い
る
。
越
生
町
も
支
給
し

 

避
難
所
に
つ
い
て
、
国

は
「
場
所
（
避
難
所
）
支
援
」

か
ら
「
人
（
避
難
者
）
支
援
」

へ
考
え
方
の
転
換
を
し
た
。

そ
こ
に
は
、「
市
町
村
等
に
お

い
て
は
、
地
域
の
特
性
や
実

状
を
踏
ま
え
、
良
好
な
生
活

環
境
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
指

針
を
活
用
し
、
適
切
に
対
応

を
」
と
の
こ
と
。
町
は
「
人

支
援
」
に
見
直
し
を
し
た
の

か
。
ま
た
、
良
好
な
環
境
…

に
は
「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

は
と
や
ま
」
と
の
協
定
は
必

要
で
は
な
い
の
か
。
さ
ら
に
、

大
規
模
災
害
の
際
、
職
員
だ

け
で
は
対
応
で
き
な
い
の
で
、

地
域
住
民
が
主
体
の
「
仮
称

…
避
難
所
運
営
準
備
会
議
」

の
設
置
を
求
め
て
い
る
が
、

設
置
予
定
は
。

 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と

協
議
を
し
た
。
鳩
山
町
と
協

同
で
避
難
所
が
開
設
さ
れ
た

て
は
ど
う
か
。
④
高
齢
者
の

ゴ
ミ
出
し
支
援
に
つ
い
て
、

越
生
町
で
行
っ
て
い
る
こ
と

何
か
。

 

①
改
正
後
の
対
象
者
は

要
介
護
４
・
５
の
認
定
者
他

認
知
症
で
介
助
の
必
要
な
方
。

店
で
購
入
し
、
レ
シ
ー
ト
で

申
請
。
上
限
５
千
円
。
②
移

動
販
売
車
で
の
購
入
も
対
象
。

③
実
施
予
定
は
な
い
。
④
町

単
独
事
業
と
し
て
ゴ
ミ
出
し

支
援
は
行
っ
て
い
な
い
。

場
合
の
調
整
出
来
次
第
、
協

定
を
締
結
し
た
い
と
思
う
。

避
難
所
運
営
準
備
会
議
の
予

定
は
な
い
が
、
全
29
区
の
自

主
防
災
組
織
の
避
難
訓
練
等

を
支
援
し
て
い
く
。

 

防
災
井
戸
に
つ
い
て
、

国
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
本
年

３
月
に
出
し
て
い
る
。
こ
れ

を
参
考
に
防
災
井
戸
に
つ
い

て
考
え
て
欲
し
い
と
の
こ
と
。

10
年
後
で
は
困
る
。
今
後
の

防
災
井
戸
計
画
の
予
定
は
。

 

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改

訂
後
、
可
及
的
速
や
か
に
取

り
組
む
。
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認
知
症
啓
発
を
も
う
一
歩

ク
ビ
ア
カ
対
策
の
強
化
を

�

島
野　
美
佳
子

「
ハ
イ
キ
ン
グ
の
ま
ち
」
宣
言

10
周
年
記
念
・
ク
マ
出
没
に
つ
い
て

�

長
根　
弘
倫

図書館に設けられた認知症コーナー

「ハイキングのまち宣言」の立看板

 

認
知
症
の
啓
発
や
取
り

組
み
状
況
は
。

 

認
知
症
関
連
の
相
談

は
、
越
生
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
年
間
25
件
か
ら

28
件
寄
せ
ら
れ
る
。
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
実
施

し
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
増
や
す
手
段
と
し

て
移
動
販
売
車
の
運
行
や
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
教
室
な
ど

を
開
催
し
て
い
る
。

 

子
育
て
支
援
は
大
切
だ

が
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
町

政
を
、
と
の
声
も
あ
る
。
図

書
館
や
公
民
館
を
活
用
し
て
、

認
知
症
月
間
に
合
わ
せ
て
視

覚
に
訴
え
る
工
夫
を
す
る
な

ど
、
も
う
一
歩
進
ん
だ
啓
発

で
高
齢
者
に
寄
り
添
う
気
持

ち
を
表
せ
な
い
か
。

 

生
涯
学
習
課
と
連
携
し

て
、
関
連
図
書
を
図
書
館
入

 

「
ハ
イ
キ
ン
グ
の
ま
ち

宣
言
」
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

宣
言
に
よ
っ
て
町
民
へ
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

 

メ
リ
ッ
ト
は
町
民
の
健

康
保
持
増
進
、
地
域
の
皆
様

に
よ
る
ハ
イ
カ
ー
の
お
も
て

な
し
等
を
通
じ
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
も

寄
与
し
て
い
ま
す
。
デ
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
ハ
イ
キ

ン
グ
に
来
ら
れ
る
方
ほ
と
ん

ど
が
自
然
を
愛
す
る
方
で
す

が
、
一
部
の
方
が
ゴ
ミ
を
捨

て
た
り
、
民
地
に
入
り
込
ん

だ
り
、
花
や
野
草
を
勝
手
に

取
っ
た
り
す
る
ハ
イ
カ
ー
等

も
い
ま
す
。
観
光
協
会
と
連

携
し
て
注
意
喚
起
を
し
た
り
、

Ｈ
Ｐ
な
ど
で
マ
ナ
ー
等
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

 

10
周
年
の
節
目
に
式
典

は
行
う
の
か
。

 

来
年
４
月
29
日
に
開

口
近
く
に
置
く
な
ど
し
て
み

た
い
。

 
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ

リ
の
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
。

梅
は
越
生
町
の
特
長
で
あ
り
、

花
を
愛
で
る
だ
け
で
な
く
、

暮
ら
し
や
食
文
化
、
町
を
象

徴
す
る
大
切
な
看
板
で
あ
り
、

産
業
や
観
光
の
資
源
で
あ
る
。

成
虫
が
活
動
す
る
夏
場
を
控

え
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

す
る
の
か
。

 

比
較
的
作
業
負
担
の

少
な
い
殺
虫
成
分
を
含
む

テ
ー
プ
を
配
布
す
る
、
補
助

金
を
活
用
し
た
新
植
、
改
植

を
行
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、

関
係
各
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
引
き
続
き
梅
農
家

さ
ん
を
支
援
し
て
い
く
。
梅

農
家
さ
ん
任
せ
で
な
く
、
町

長
を
筆
頭
に
、
町
民
を
含
め

全
町
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

催
す
る
予
定
の
「
花
の
里
お

ご
せ
健
康
づ
く
り
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
大
会
」
で
は
、
10
周
年

を
記
念
し
た
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の

配
布
や
ゴ
ー
ル
会
場
で
の
お

も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト
等
を
検

討
中
で
す
。

 

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の

安
全
対
策
や
維
持
管
理
の
実

績
は
。

 

幕
岩
展
望
台
、
大
高
取

山
、
傘
杉
峠
に
向
か
う
階
段

や
木
橋
等
の
整
備
、
西
山
高

取
へ
向
か
う
ハ
イ
キ
ン
グ
道

の
ナ
ラ
枯
れ
伐
採
、
観
光
ト

イ
レ
の
環
境
整
備
な
ど
で
す
。

 

２
年
前
12
月
議
会
で

ク
マ
出
没
の
質
問
を
し
た
が
、

ク
マ
よ
け
の
鈴
、
ホ
イ
ッ
ス

ル
及
び
、
遭
遇
時
の
対
処
方

法
の
チ
ラ
シ
を
、
10
周
年
記

念
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
配
布

は
可
能
か
。

 

10
周
年
記
念
に
参
加
者

 

梅
農
家
さ
ん
は
最
新
の

情
報
を
欲
し
て
い
る
。
ま
た

太
い
木
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
で
は
焼
却
で
き
な
い
な
ど
、

被
害
木
の
処
分
に
困
っ
て
い

る
。
な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
。

 

枝
は
ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー

で
粉
砕
で
き
る
が
、
特
に
太

い
木
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い

て
思
案
中
で
あ
る
。
越
生
町

が
会
場
と
な
る
全
国
梅
サ

ミ
ッ
ト
で
も
ク
ビ
ア
カ
に
つ

い
て
取
り
上
げ
る
予
定
で
あ

る
。

へ
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
配
布
を

し
ま
す
。
ク
マ
よ
け
の
鈴
等

は
、
候
補
の
一
つ
で
す
が
、

予
算
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
観

光
協
会
と
打
ち
合
わ
せ
を
密

に
し
て
い
き
ま
す
。

 

越
生
町「
健
康
づ
く
り
・

ハ
イ
キ
ン
グ
連
携
」
の
実
績

は
。 「

健
康
長
寿
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」や「
健
康
づ
く
り
マ
イ

レ
ー
ジ
事
業
」、県
の
「
コ
バ

ト
ン
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｏ
Ｏ
マ
イ
レ
ー

ジ
」
の
受
付
を
設
け
参
加
を

通
じ
て
、
み
な
さ
ま
の
健
康

管
理
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。
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漏
水
探
偵
と
花
火
と
盆
踊
り

�

栗
原　
　
誠

学
校
の
ふ
る
さ
と
教
育
の
成
果

生
か
せ
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

�

池
田　
か
つ
子

エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
＆
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ

光耀祭（越生中）

漏
水
探
偵

 

役
場
の
方
と
、
漏
水
の

現
場
に
同
行
さ
せ
て
頂
い
た

結
果
、
自
宅
以
外
の
漏
水
は
、

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
す
ぐ
近

く
の
方
に
し
か
、
中
々
見
つ

け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

で
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
に

『
漏
水
探
偵
の
目
』
を
持
っ

て
頂
く
為
に
は
、
見
つ
け
て

頂
い
た
方
に
、
お
礼
を
用
意

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

 

ご
質
問
の
通
り
、
町
民

の
皆
様
に
『
漏
水
探
偵
の

目
』
を
持
っ
て
い
た
だ
き
見

つ
け
て
く
れ
た
町
民
の
皆
様

に
お
礼
を
す
る
と
い
う
発
想

は
、
町
内
で
発
生
す
る
漏
水

を
早
期
に
発
見
す
る
上
で
と

て
も
有
効
な
手
段
で
あ
り
画

期
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

 

町
内
に
、
大
き
い
音
の

 

越
生
中
ふ
る
さ
と
教
育

は
、
何
の
教
科
の
取
組
み
か
。

 

総
合
的
な
学
習
の
時
間

と
特
別
活
動
。

 

総
合
的
な
学
習
の
時
間

と
は
ど
の
よ
う
な
時
間
か
。

 

学
校
ご
と
に
テ
ー
マ
を

決
め
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
。

例
と
し
て
、
越
生
中
１
年
生

は
、
身
近
な
地
域
を
知
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
埼
玉
県
、

日
本
、
世
界
に
目
を
向
け
、

発
達
段
階
に
応
じ
、
個
人
で

興
味
関
心
が
あ
っ
た
も
の
に

つ
い
て
深
め
て
い
く
時
間
。

 

光
耀
祭
で
脱
炭
素
社
会

に
向
け
た
発
表
は
あ
っ
た
か
。

 
脱
炭
素
に
つ
い
て
は
な

か
っ
た
が
発
表
の
中
で
、
二

酸
化
炭
素
削
減
、
食
品
ロ
ス
、

ク
リ
ー
ン
活
動
、
緑
化
活
動
、

ご
み
の
排
出
量
、
リ
ユ
ー
ス

な
ど
脱
炭
素
社
会
に
関
す
る

視
点
が
多
く
あ
っ
た
。

出
な
い
手
持
ち
花
火
を
で
き

る
所
は
あ
り
ま
す
か
。
ま
た

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
以
外
に

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
で
き
る
場

所
は
あ
り
ま
す
か
。

 

公
共
施
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、
火
災
予
防
の
観
点
か

ら
、
花
火
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

等
の
火
気
使
用
に
つ
い
て
制

限
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
川

原
に
関
し
て
は
、
飯
能
県
土

整
備
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

 

①
町
の
盆
踊
り
は
い
つ

頃
ま
で
や
っ
て
い
ま
し
た
か
。

②
盆
踊
り
を
や
め
た
原
因
は
。

③
盆
踊
り
を
復
活
さ
せ
る
こ

と
は
で
き
ま
す
か
。ま
た
、復

活
さ
せ
る
た
め
に
は
、
何
が

必
要
で
し
ょ
う
か
。

 

①
町
で
は
平
成
３
年
か

ら
平
成
17
年
ま
で
中
央
公
民

館
駐
車
場
に
お
い
て
実
施
し

て
お
り
ま
し
た
。

 

生
徒
の
脱
炭
素
の
発
表

内
容
か
ら
町
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
期
待
す
る
か
。

 

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る

行
動
と
し
て
、
将
来
に
向
け
、

節
水
・
節
電
等
、
身
近
な
こ

と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
大
事

で
あ
り
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ

関
心
を
深
め
て
ほ
し
い
。

 

こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て

き
た
ふ
る
さ
と
教
育
へ
の
機

運
が
高
ま
り
、
定
着
し
つ
つ

あ
る
。
町
の
特
色
あ
る
教
育

の
一
つ
に
加
え
て
は
。

 

理
念
は
、
以
前
か
ら
あ

る
が
活
用
に
つ
い
て
は
、
学

校
長
と
共
有
し
た
上
で
子
ど

も
達
へ
の
伝
え
方
、
地
域
の

根
ざ
し
方
を
今
後
、
時
間
を

か
け
て
検
討
し
て
い
く
。

 

避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
の
災
害
時
の
活
用
は
。

 

台
帳
を
基
に
、
地
域
支

援
者
か
ら
要
支
援
者
に
電
話

②
中
止
に
な
っ
た
経
緯
に
つ

い
て
は
、
不
明
で
ご
ざ
い
ま

す
。
③
８
月
の
お
盆
時
期
と

な
り
ま
す
と
、
近
年
は
猛
暑

な
の
で
、
新
た
な
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
復
活
し
実
施
す
る

場
合
に
は
、
や
ぐ
ら
、
照
明

機
器
、
熱
中
症
対
策
な
ど
機

材
物
品
の
ほ
か
、
主
と
な
っ

て
踊
っ
て
い
た
だ
け
る
方
々
、

踊
り
を
指
導
し
て
い
た
だ
け

る
方
等
の
協
力
者
の
確
保
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

等
で
状
況
確
認
を
し
た
り
、

避
難
誘
導
を
し
た
り
す
る
。

 

災
害
時
に
備
え
、
避
難

行
動
要
支
援
者
の
開
設
訓
練

も
必
要
と
思
う
が
。

 

避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
は
、
弱
者
に
寄
り
添
う
制

度
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

自
主
防
災
組
織
の
開
設
訓
練

を
行
政
区
に
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
町
を
上
げ
て
、
積

極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。
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クビアカ被害の木の幹 スクールワゴン

梅
園
か
ら
越
生
小
に
通
学
を
希
望

ク
ビ
ア
カ
の
被
害
は
全
町
に
拡
大

�

関
根　
真
一

〇
梅
園
住
居
の
児
童
を
越
生

小
学
校
に
！
「
人
格
形
成
の

た
め
、
多
数
の
友
の
中
で
学

ば
せ
た
い
」
と
い
う
確
認
依

頼
が
あ
り
、
そ
の
通
学
に
バ

ス
利
用
は
可
能
か
の
問
い
を

受
け
た
こ
と
が
発
端
で
す
。

 

町
か
ら
移
送
後
の
ス

ク
ー
ル
ワ
ゴ
ン
は
空
の
帰
還

で
す
が
、
そ
の
バ
ス
の
利
用

は
可
能
で
す
か
。（
有
料
）

 

梅
小
か
ら
越
生
小
へ
の

指
定
校
変
更
は
過
去
に
も
あ

り
、
通
学
も
あ
り
ま
し
た
が

現
在
は
な
し
。
バ
ス
利
用
の

希
望
は
初
め
て
で
す
。

 

不
可
能
な
問
題
点
は
。

 

小
規
模
特
認
校
制
度
の

要
綱
の
第
７
条
に
触
れ
る
事

項
が
あ
り
ま
す
。

 

そ
れ
は
、
当
時
の
見
識

者
が
そ
の
時
に
合
わ
せ
考
え

た
も
の
で
、
現
代
に
生
き
る

も
の
が
肝
要
だ
と
思
う
。

 

今
回
は
特
認
校
制
度
の

問
題
だ
け
で
は
な
く
、
人
格

形
成
ま
で
考
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
通
学
手
段
も
一
考
し

て
み
ま
す
。

〇
こ
の
問
題
、
梅
小
は
５
年

後
に
生
徒
数
が
50
人
を
切
る

こ
と
が
予
測
出
来
ま
す
。
　

　
並
行
し
て
国
の
指
針
で
全

国
向
け
市
町
合
併
の
話
題
が

出
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
ま
す
。

 

平
物
産
の
進
捗
状
況
を

お
聞
き
し
ま
す
。
進
捗
に
遅

れ
が
無
い
か
、
現
地
で
進
捗

が
見
え
な
い
と
の
声
も
。

 

今
月
に
入
り
先
方
と
約

し
た
、
新
河
川
の
位
置
に
絡

む
工
事
を
進
め
て
頂
い
て
い

ま
す
。

○
こ
の
問
題
は
、
奥
が
深
く

県
の
責
任
も
大
、
最
後
ま
で

連
携
を
崩
さ
ず
に
。
　

 

ク
ビ
ア
カ
の
被
害
が
一

挙
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
防

御
策
を
進
め
て
い
ま
す
か
。

 

被
害
の
拡
大
は
止
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
、
実
行
す
べ
き

防
御
を
推
進
し
ま
す
。

〇
ク
ビ
ア
カ
被
害
で
、
桜
の

現
状
を
見
た
梅
農
家
の
方
が

「
危
険
領
域
に
入
っ
た
」
と

言
う
方
が
い
ま
す
。
防
御
強

化
策
を
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　越生町議会では、開かれた議会の実現に向けて、令和７年６月
定例会から一般質問の動画配信を始めました。
　町議会や行政への理解を深めるきっかけになればと思います。
　ぜひご視聴ください。

 越生町議会の

YouTube配信を始めました

越生町議会　YouTube
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証言会の様子

越生梅林

クビアカツヤカミキリの成虫

クビアカツヤカミキリの幼虫

樹木の穴から排出されるフラス

　
平
成
23
年
に
深
谷
市
で
成
虫
１

頭
が
捕
獲
さ
れ
た
も
の
の
被
害
は

確
認
さ
れ
ず
、
平
成
25
年
に
県
南

東
部
の
葛
西
用
水
沿
い
の
サ
ク
ラ

で
初
め
て
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ

リ
の
被
害
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
越
生
町
か
ら
県
へ
の
被
害
報
告

は
令
和
５
年
度
が
初
め
て
で
し
た
。

こ
こ
に
来
て
町
内
で
も
急
速
に
被

害
が
拡
大
し
、
町
内
各
所
で
フ
ラ

ス
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

　
夏
場
に
活
動
す
る
成
虫
は
、
バ

ラ
科
の
樹
皮
の
割
れ
目
に
最
大
で

千
個
も
の
卵
を
産
み
付
け
ま
す
。

　
令
和
７
年
12
月
２
日
、
12
月
定

例
会
初
日
の
開
会
前
に
埼
玉
県
原

爆
被
害
者
協
議
会（
し
ら
さ
ぎ
会
）

に
よ
る
「
被
爆
者
の
声
を
聴
く
証

言
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
場

を
使
っ
て
の
証
言
会
は
県
内
初
と

の
こ
と
で
し
た
。
当
日
は
傍
聴
者

17
人
、
報
道
関
係
者
３
人
、
新
井

町
長
は
じ
め
役
場
関
係
及
び
町
議

な
ど
29
人
で
合
計
49
人
の
参
加
で

し
た
。

　
し
ら
さ
ぎ
会
会
長
の
三
松
保
則

さ
ん
は
６
歳
の
時
、
疎
開
先
の
広

島
市
で
被
爆
。
爆
心
地
か
ら
１
㌔

の
距
離
だ
っ
た
。
稲
妻
の
よ
う
な

「
光
の
雨
」が
ザ
ァ
ッ
と
降
り
注
ぎ
、

気
絶
。
爆
風
で
つ
ぶ
さ
れ
た
家
で

動
け
な
く
な
っ
た
が
、
父
が
壁
に

穴
を
開
け
、
助
け
出
さ
れ
た
。
頭

や
手
足
に
く
ぎ
が
刺
さ
り
、
血
だ

ら
け
で
あ
っ
た
。
避
難
し
た
先
で

見
た
の
は
、
水
を
求
め
て
ぞ
ろ
ぞ

ろ
と
川
に
入
っ
て
い
く
人
々
の
姿
。

「
真
っ
黒
な
体
で
、
裸
で
、
顔
が

ス
イ
カ
の
よ
う
に
ま
ん
丸
に
腫
れ

あ
が
っ
た
人
達
が
、
手
を
前
に
出

し
て
、「
み
ず
ぅ
～
、
み
ず
ぅ
～
」

　
越
生
駅
の
東
西
自
由
通
路
が
開

通
し
て
３
年
が
経
ち
網
戸
、
天
井

が
す
ご
い
汚
れ
で
し
た
。

　
そ
れ
を
見
て
思
い
立
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
清
掃
も
今
年
が
５
回
目
、

例
年
通
り
の
ご
参
加
の
皆
さ
ま
に
、

何
と
初
め
て
中
学
校
校
長
以
下
生

徒
15
名
強
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、

清
掃
が
大
い
に
進
み
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
心
は
近
在

の
方
。
さ
ら
に
、
JA
い
る
ま
野
、

高
取
郵
便
局
、
観
光
協
会
、
商
工

会
、
鳩
山
町
職
員
、
の
皆
さ
ま
。

　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
を
中
心
と

し
た
職
員
、
議
員
有
志
と
そ
の
賛

同
者
で
し
た
。
ど
こ
ま
で
や
っ
て

も
尽
き
な
い
清
掃
、
町
の
印
象
が

大
切
と

考
え
る

皆
様
の

お
力
で

ま
た
、

生
き
返

り
ま
す
。

（
12
月

20
日
）

　
孵
化
し
た
幼
虫
が
幹
の
心
材
ま

で
摂
食
し
て
木
を
枯
ら
し
、
放
置

す
る
と
倒
木
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
埼
玉
県
で
は
主
に
サ
ク
ラ
へ
の

影
響
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

同
じ
バ
ラ
科
で
あ
る
梅
へ
の
影
響

は
、
越
生
町
に
と
っ
て
産
業
、
観

光
と
も
に
大
打
撃
と
な
り
ま
す
。

越
生
町
議
会
と
し
て
も
、
県
へ
更

な
る
支
援
を
要
望
す
べ
く
、
情
報

収
集
に
努
め
、
町
や
Ｊ
Ａ
い
る
ま

野
梅
部
会
と
の
連
携
を
は
か
る
よ

う
動
い
て
い
ま
す
。

と
言
っ
て
川
に
入
っ
て
い
く
人
々

の
姿
。

　
核
兵
器
は
一
度
使
わ
れ
る
と
撃

ち
合
い
に
発
展
し
、
動
物
も
植
物

も
全
滅
さ
せ
「
６
億
年
前
の
地
球

の
姿
に
な
っ
て
し
ま
う
」。「
戦
争

は
絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
。
絶

対
だ
め
で
す
。
戦
争
し
な
け
れ
ば
、

原
爆
も
な
い
。
戦
争
を
絶
対
に
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
、
な
ん
と
か
努

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
繰
り

返
し
訴
え
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
越
生
町
に
は
「
世
界
無
名
戦
士

の
墓
」
が
あ
り
、
平
和
を
世
界
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
町
と
し
て
、
こ
の

よ
う
な
企
画
が
実
現
で
き
た
こ
と

を
誇
り
に

思
い
ま
す
。

こ
の
証
言

会
を
通
じ

て
、
世
界

が
平
和
に

満
ち
る
こ

と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

勉
強
会
報
告
　
10
月
・
11
月
・
12
月

『
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
対
策
』

戦
争
は
絶
対
ダ
メ
！
　
越
生
町
議
会
初
の
試
み
！
　

『
被
爆
者
の
声
を
聴
く
証
言
会
』

中
学
生
が
初
参
加
！
　

『
正
月
準
備
の
越
生
駅
』
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■
令
和
８
年
２
月
１
日

■
発
行
　
越
生
町
議
会

■
編
集
　
広
報
編
集
委
員
会

〒
350-0494
埼
玉
県
入
間
郡
越
生
町
大
字
越
生
900番

地
2

TEL049－292－3121　
内
線
204

毎年おっぺ川灯籠まつりでも演奏しています

　
武
蔵
越
生
高
校
和
太
鼓
部
「
青

龍
」
の
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
に
よ
っ
て

２
０
２
０
年
に
結
成
さ
れ
た
和
太

鼓
集
団
「
燈
（
と
も
し
び
）」
の

三
代
目
リ
ー
ダ
ー
木
村
大
和
さ
ん

に
聞
き
ま
し
た
。

和
太
鼓
と
の
出
会
い
に
感
謝

瓢
箪
か
ら
駒
だ
っ
た
青
龍
入
部

　
高
校
の
面
接
で
「
入
り
た
い
部

活
は
」
と
聞
か
れ
、
何
も
な
い
の

は
ま
ず
い
な
と
、
そ
の
場
し
の
ぎ

で「
和
太
鼓
部
に
入
り
た
い
で
す
」

と
答
え
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
面
接

の
先
生
が
「
私
、
和
太
鼓
部
の
顧

問
で
す
」
と
。
や
っ
ち
ゃ
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
「
君
は
体
格
も
い
い

し
向
い
て
る
よ
」
と
追
い
打
ち
が

…
。
で
も
話
し
て
い
く
う
ち
に
楽

し
そ
う
に
思
え
て
き
て
入
部
す
る

こ
と
に
。
活
動
を
始
め
る
と
、
即
、

和
太
鼓
沼
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
運
命
の
い
た
ず
ら
に
感

謝
！
高
校
生
活
は
青
龍
中
心
に
回

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

燈
を
よ
く
ま
と
め
て
い
ま
す
ね

　
先
輩
に
誘
わ
れ
て
２
０
２
３
年

に
燈
に
参
加
、
次
の
年
の
１
月
に

代
表
に
な
り
ま
し
た
。
僕
は
強
力

に
引
っ
ぱ
る
タ
イ
プ
で
は
な
い
で

す
が
、
個
性
の
強
い
メ
ン
バ
ー
た

ち
を
ま
と
め
る
の
は
向
い
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
結
成
当
初

は
片
手
で
数
え
ら
れ
る
規
模
で
し

た
が
、
現
在
で
は
30
名
を
越
え
、

自
主
公
演
も
行
え
る
ま
で
に
発
展

し
ま
し
た
。

和
太
鼓
の
魅
力
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

　
誰
で
も
一
撃
で
音
を
鳴
ら
せ
て
、

誰
で
も
想
い
を
表
現
で
き
る
と
こ

ろ
で
す
ね
。
で
も
、
そ
の
よ
う
に

間
口
は
と
て
も
広
い
の
で
す
が
、

奥
は
も
の
す
ご
く
深
い
。
ど
ん
な

動
物
の
革
を
張
っ
て
い
る
の
か
、

樹
齢
何
年
の
木
を
使
っ
て
い
る
の

か
な
ど
、
今
で
も
和
太
鼓
に
つ
い

て
興
味
が
尽
き
ま
せ
ん
。
和
太
鼓

と
の
出
会
い
は
終
わ
り
の
な
い
物

語
の
始
ま
り
で
し
た
。

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
め
ざ
す

　
最
近
ま
で
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー

の
悪
役
を
演
じ
て
い
ま
し
た
。
戦

隊
モ
ノ
の
ロ
ー
カ
ル
版
で
す
。
地

域
に
根
ざ
し
た
文
化
が
好
き
な
ん

で
す
。
大
学
の
卒
論
も
獅
子
舞
の

民
俗
学
的
考
察
の
予
定
で
す
。
燈

の
活
動
も
越
生
と
い
う
ロ
ー
カ
ル

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
も

の
に
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
燈

は
武
蔵
越
生
高
校
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と

い
う
、
越
生
で
青
春
を
共
に
し
た

仲
間
た
ち
の
集
団
で
す
か
ら
。
　

　
町
議
会
に
は
、
年
４
回
（
３
月
、

６
月
、９
月
、12
月
）開
か
れ
る「
定

例
会
」
と
、
必
要
が
あ
る
時
に
開

か
れ
る
「
臨
時
会
」
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
一
般
公
開
さ
れ
、
傍
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
の
動
画
配
信

を
本
年
６
月
定
例
会
か
ら
始
め
ま

し
た
。

　
議
会
議
員
が
、
議
会
で
ど
ん
な

活
動
を
し
て
い
る
か
を
直
接
見
た

り
、
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、

町
の
動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
議
会
の
開
催
情
報
な
ど
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。「
越
生
町
議
会
」
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。

　
人
格
形
成
期
は
、
３
歳
か
ら
10

歳
く
ら
い
ま
で
に
確
定
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
月
、
梅
園
に
お
住
ま
い
の
方

が
お
子
さ
ん
を
越
生
小
学
校
へ
通

わ
せ
た
い
と
打
診
が
あ
り
、
想
像

外
な
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　
今
の
「
学
校
選
択
制
度
」
で
以

前
に
も
数
名
通
学
し
て
い
ま
し
た
。

　
た
だ
、
ご
依
頼
は
、
そ
の
通
学

に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
利
用
で
き
ま

せ
ん
か
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
住
民
は
平
等
で
す
か
ら
、
ど
ち

ら
の
バ
ス
も
無
け
れ
ば
不
思
議
で

す
、
少
し
問
題
も
あ
り
検
討
に
入

り
ま
し
た
、
ぜ
ひ
許
可
を
。

　
実
現
し
、
友
達
が
多
け
れ
ば
さ

み
し
い
思
い
が
薄
れ
ま
す
。

　
現
実
に
人
口
は
先
細
り
で
す
。

　
老
い
た
時
、
友
達
が
少
な
い
と

い
う
事
は
寂
し
さ
の
一
つ
で
す
。

�
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記
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長
　
　
　
　
島
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子
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倫
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長
　
　
木
村
　
正
美  

和
太
鼓
演
奏
を
つ
う
じ
て

和
太
鼓
演
奏
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つ
う
じ
て

人
々
と
喜
び
を
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い
た
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人
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と
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分
か
ち
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た
い

和太鼓　燈（ともしび）
　　代表
木村　大和さん

編
集
後
記

編
集
後
記

議会傍聴者数
本会議 傍聴人数

12月２日（火） １７

12月３日（水）   ３

12月４日（木） １４

12月５日（金）   ９

合　計 ４３

議
会
を
傍
聴

　
し
ま
せ
ん
か
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